
第1章沿革及び機構体制の推移

第1節概 説

シ，ルビーロウムシ等について防除法が検討された。

一方，県北分場の前身である大山果樹試験地は，

昭和9～10年に農村の不況対策の一環で中川新作氏

が開墾したカキを主とした果樹園が母体となってい

る。戦後の農地改革で保有ｶｺ制限されたため，大山

村農地委員は全解放をめざした力罫県としては大果樹

園が将来必要になるとの見地から，県有の試験地と

して出発しようとし，昭和23年4月に大山果樹試験

地が生まれた。園地は約3町であった力ざ資材や労力

不足もあり試験地とは言うもののススキやチガヤカざ

覆い廃園に近かったが， 1～2年間の職員の苦労で

試験地らしくなった。しかし，運営経費30万円に相

当する生産収入をあげるため果樹だけでなく夏はサ

ツマイモ，冬は小麦の栽培を行うなど，設立当初の

鈴江昇主任（後の農試場長） ら6名の苦労は大きか

った。

研究業績としては，落葉果樹全般，特にカキの生

理栽培法や病害虫の研究が中心であった。ここは，

昭和30年7月に果樹試験場に移管され，分場となっ

た。

1）前身時代

昭和28年10月の果樹試験場設置規則(規則第53号）

まで，果樹は農事試験場が担当していた。昭和58年

発行の徳島県農業試験場80年史によると，大正後期

にイセリヤカイガラムシカゴ蔓延したため，大正14年

から昭和15年までベダリヤテントウムシの飼育と配

布を行うなどの事業ｶｺみられる。 しかし，柑橘試験

地がないため栽培や病害虫等に対処する町村や農会

の力には限界があって，県立の試験地設置の要望が

強かった。

昭和に入って， 7年には横瀬町で試験地用地3反

歩や武田繁太郎氏らから1,050円（当時の米価1石

21.17円)の寄付のうごきがあった。生比奈村でも8

年に3反の畑と5畝の事務所用地等の県への寄付が

あった。 1～2年間の寄付競争であったｶｺ，結果的

には生比奈村沼江宇柳久保に試験地が昭和8年に設

置された。

しかし，本格的研究は9年4月の供試樹の定植か

らで，開園当初は現地に出張する形で管理は農家に

委託していた。さらに第2次大戦で資材，労力とも

不足し，試験地の維持は困難を極めたようである。

戦後の復興期に入り，専任として甚上正俊技師ら2

名の常駐も昭和24年に実現した。

昭和30年7月29日の果樹試験場への移管までの研

究業績としては次のとおりであった。

早生温州ミカン系統比較では16系統から宮川早生

が，普通温州では山田系（長崎）が晩熟ミカン類で

は八朔が有望であるとされた。栽培面では，カラタ

チ台やユズ根接についての台木の試験，整枝法，花

芽分化の調査等力雰あった。土壌肥料面では， 自給肥

料，窒素質肥料の種類と量，苦土欠乏に対する硫酸

マグネシウムや熔成燐肥の施用，深耕について試験

が行われた。病害虫では黒点病，ヤノネカイガラム

2）
訟
醒 立

昭和21年10月13日付けの農林省農政局長からの農

樹品種分布調査の照会があり，県は各市町村農業会

からの報告書をとりまとめた。

その結果，温州ミカン1217町，カキ242町,梅60町

など全体で1909町で，大半がミカンであった。昭和

22年に各町村の柑橘復興委員会力ぎ， 23年に徳島県果

実協会（その後の県果樹研究同志会）力ざ発足し，果

樹復興に努力した。このようななか，坂本のミカン

のヤノネカイガラムシや佐那河内の衰弱病力ざ発生す

るなど研究機関の必要性がより強くなった。

当初は，農試の分場案と果樹試験場独立案力ぎあっ
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たｶｺ，黒上香川農大学長の知事への要望や黒田農試

場長の了解もあり独立案力罫決定的となった。

しかし，用地は生比奈村以外に徳島市や横瀬町で

も提供の話があったが， まとまった用地等から現在

の本場である生比奈村におちついた。

予算面では，昭和28年当初予算の段階で財政面か

ら一部反対もあったが,昭和28年6月に当初3,300万

円を2,250万円に減額し果樹試験場建設3ヵ年計画

ｶｺ承認された。当初の課題はユズ台温州の生理生態

を中心にこれに付随する各種の研究力ざ加わっている。

しかし，研究以前に場の建設作業力ご急務であった。

まず，設置規則施行と同時に吉野清技師，手塚善和

技師が発令され，勝浦建設株式会社の車庫の2階に

仮事務所を置き，買収にとりかかった。また，ほ場

整備では石垣積等への労力奉仕や成木の寄贈を県内

各地から受けている。

市町村においても, 500万円（うち勝浦郡400万円，

徳島市28万円，小松島市10万円，名東郡18万円，那

賀郡32万円，海部郡2万円,板野郡と鳴門市10万円）

の負担を行っている。このような関係者の苦労を経

て昭和31年から本格的な調査研究がスタートした。

師と手塚技師（兼務）が発令され, 10月の果樹試験

場の発足で両技師，神崎技術嘱託と共に場長事務取

扱に中沢敏農業改良課長の発令があった。初代安達

義正場長の着任は昭和29年3月1日であった。

28年10月20日付けの訓令第646号による果樹試験

場処務規程では，総務部･栽培部・育種部･化学部・

病理部・昆虫部・養成部を置けるとしていた。 しか

し，その後に地方財政再建促進特別措置法の適用を

受け当初計画の凍結もあり，昭和32年7月15日付け

の果樹試験場設置規則の改正で庶務係・研究係の設

置をみた。36年9月11日には研究1 ． 2係， 38年7

月1日に栽培・病虫・化学係となり， 40年6月16日

には養成係と現在の3科制へと移行した。なお，養

成係は41年4月1日の農業大学校果樹分校の設置に

伴い廃止された。

上板分場は30年7月29日付けの告示第419号にお

いて農事試験場から移管され設置された。

昭和58年4月1日に岩倉母樹園（36年4月に園芸

特産課から移管）を上板分場に統合し県北分場とな

り， 62年4月1日に落葉果樹・母樹品種・環境保談

の3科制となった。

なお，主任研究員制は昭和40年7月1日 （発令は

昭和45年度から)，専門研究員制は昭和48年度(発令

は昭和50年度から)，次長制は昭和48年度からで(昭

和53年度から次長力ざ課長格となる）あった。

3）経 過

人事，組織の変遷では，次のとおりであった。

昭和28年9月1日付けで農業改良課勤務に吉野技
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第2節機構・体制・人事・予算

1）機構・体制の変遷

(1)体制及び担当業務（平成6年4月1日現在）

1 庶務会計に関すること

2人事服務に関すること

3財産等の管理に関すること

庶務係

（2名）

かんきつ類の施設栽培・育種・品質向上・生

産性向上・貯蔵等試験研究

省力・軽労働栽培試験研究

果樹の病害虫防除試験研究

果樹の病害虫の生態研究

農作物有害動植物の発生予察

1

栽培科

（5名） 2

１

２

３

病虫科

（3名）

果樹.の栄養管理・水分制御・土壌肥料・有機

栽培農法試験研究

かんきつ類の育種試験研究

1

化学料

（2名）

~

2

場長

次長

落葉果樹類の生産性向上･省力･軽労働栽培・

施設栽培試験研究

落葉果樹の生理・生態・高品質果実生産試験

研究

1

落葉果樹科

1，（5名， う

ち，分場長

兼務1名）

－県北分場長一

果樹類の品種育成試験研究

優良母樹の管理と穂木の生産・配布

県北地域かんきつ類の栽培試験研究

１

２

３

母樹品種科

（2名）

保護環境科

（2名）
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(2)機構の変遷

S. 29～31

場長一一庶 務 係

一研 究 係一一栽培研究室

一育種研究室

一病理昆虫研究室

一園芸化学研究室

一上板分場（昭和30年7月29日～）

S. 32～35

場長 庶 務 係

研 究 係一一栽培研究室

一育種研究室

一病理昆虫研究室

一園芸化学研究室

上板分場

S. 36～37

場長 庶 務 係

研究第~係丁彗簔悪妻薑

研究蕊二係丁鱒上難臺
上板分場

岩倉母樹園

~

S. 38～39

場長 庶 務 係

栽 培 係

病 虫 係

化 学 係

上板分場

岩倉母樹園
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S. 40～47

場長 庶 務 係

養 成 係

栽 培 科

病 虫 科

化 学 科

上板分場

岩倉母樹･園

(40年まで）

ー

(S. 41～・農業大学校果樹分校）

S. 48～57

場長

次

庶

栽

病

化

上

岩

分

樹

務

培

虫

学

母

板

倉

係

科

科

科

場

園

皇~［
~

S. 58～61

場次長皇-に
庶 務 係

栽 培 科

病 虫 科

化 学 科

県北分場
■

5 （現在まで）S. 62～H.

場長

次

庶 務 係

栽 培 科

病 虫 科

化 学 科

県北分場 科

科

科

樹

種

境

果

品

環

葉

樹

護

落

母

保

丁
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2）職員数．予算の変遷

(1)職員数の変遷 (単位：人）

事務年度 研究 技能 計年度 研究 事務 技能 言’年度 研究 事務 技能 計

S.57 2 24S、43 24 18 4S.29 19 2 37 1 8

2 243 22 58 18 417 2鋤
一
誕
一
犯
一
認
一
弘
一
弱
一
調
一
訂
一
詔
一
羽
一
伽
虹

12 1 2 15 44

2459 18 2 417 3 5 251 13 4511 1

2 2425 60 18 446 17 3
戸

、11 1 131

2425 61 18 2 43 51 13 卿

妃

一

棚

1711 1

2362 17 2 417 3 5 251 1 1311

2463 18 2 43 5 25171 1 1210

H 1 2 4 2425 1850

51

18 3 415 2 1 18

24２

３

2 424 1817 2 41 2218 3

18 2 4 245 2552 18 219 3 2 24

2418 2 418 2 4 24 43 2 25 昭
一
別
一
弱

20

2317 2 424 518 2 420 3 2 25

236 17 2 42 4 2325 1720 3 2

2 243 1 2 1 25 56 18 42042

(2)予算の変遷 (単位：千円）

歳出歳出 年度 歳入年度 歳入年度 歳入 歳出歳出

6，869

罐
一
郵
一
鋤

歳入

1,642 69，16327，416 S.62S.51 5,163S.40 1，372 12，44513

1,665 65，7286,418 27，395 631，759 14，408 527，746 41357

H. 1 1,722 78，39132,10053 7，0352，409 19，271446 4，813 4231

2,034 78，9806，869 40,618 218，505 542，753479 6，385 4332

2,494 90，82639，037 330,532 55 6，8492，715537 7，556 4433

91，84149，473 4 2,46020,343 56 6，9142，9618,073 4534 611

2,258 100,40051ユ91 523,803 57 6，5494,071624 9，644 4635

89，62749，628 6 2，1324．7564,277 23，442 5815，908 4768636

65，2865，67825，752 弱
一
例

4,4571，298 18，580 4837

65,80825，873 3，4114,70625，355 4938 965

75，9821，88939,509 6150 4，6581，339 30,52339
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3）職員名簿

(1) 旧職員名簿

氏 名

安達義正

手塚善和

在職期 間 職名所属 （着任時の職名）

昭和29．3． 1 ．～昭和44．3 ．31 場長

昭和28.10. 1 ．～昭和45．3．31 技師 庶務係

中島芳和 昭和29.10.1 ．～昭和385．31 技師 園
華
云 係

中川正視 昭和29.6 .10.～昭和62．3．31 助手 〃 （昭和59．4．1．場長）

吉野 清 昭和2810. 1 .～昭和34. 2.21 技師 育種係（故人）

日下敏雄 昭和29． 4． 1 ．～昭和33．4．30 助手 〃

宮川経邦 昭和29.10. 1 .～昭和59. 3 .31 技師 病理係（昭和56．4． 1 ．場長）

神崎武夫 昭和28.10~ 1 ．～昭和35.10.31 技術嘱託 養成係

甚上正俊 昭和30.7.29.～昭和37．3．31 係園 芸〃

前田 知 昭和30.7 .29.～昭和56. 3 .31 上板分場（昭和44．4． 1 ．場長）〃

多田良行 昭和30.7.29.～昭和43~ 3．31 〃 〃

城浦治男 昭和30~7.29.～昭和49．3．31 助手 〃

山畑賀頭太 昭和30. 7 .29.～昭和31. 1 （故人）

作業手 上板分場（故人）

事務補 庶務係（旧姓谷川）

技師 研究係

村上信太郎 昭和30. 7 .29.～昭和36．3，31

樫山 治 昭和30．4 ~ 1 ．～昭和48．3．31

山本弥栄 昭和33．7． 1 ．～昭和44．3．31

森岡節夫 昭和34．8． 1 ~～昭和39．7．31 〃 〃

カロ

貝 川 実 昭和36．4．1 ．～平成2．3．31 〃 〃 （昭和62．4． 1 ．場長）

ノノ ノノ （平成2．4 ~ 1 ．場長）

〃 岩倉母樹園（故人）

作業手 〃 （故人）

助手 上板分場

主事補 庶務係（旧姓宮下）

技師 研究係

大和浩国 昭和36. 4 .15.～平成6 .3.31

脇川勝美 昭和36.4.15.～昭和55．3．31

谷 明一 昭和36.4.15.～昭和49．3．3］

福居幸治 昭和36．6 ． 1 ．～昭和41．3．31

柴田映子 昭和37．4．1．～昭和43．3．31

真鍋 糺 昭和37．4．1 ．～昭和41．4．30
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氏 名 ｜ 在職期 間
健|昭和37~4~1 ~~昭和43~3~3］佐々 昭和37．4．1 ．～昭和43．3．31

職名所属 （着任時の職名）

助手 研究第1係

音井 格 昭和37．4．1．～平成元．3．31 〃 〃

堀金正巳 昭和37．4． 1 ．～昭和45．3．31 研究第2係〃

定作 昭 昭和38．4． 1 ．～平成3． 3．31 技師 栽培係

作業手 上板分場上田慶次郎 昭和38．2 ．5．～平成4．3．31

黒・上九三郎 昭和39．4．1 ．～平成元．3．31 技師 栽培係

柴田精治 昭和39.4.16.～昭和54．3．31 〃 〃

昭和61．4． 1．～平成6． 3．31 専門研究員

技師 栽培科

係長 庶務係

主事 〃

〃 〃

長谷部秀明 昭和43.4.16.～平成6．3．31

大栗 喜 昭和45． 4． 1 ~～昭和47．3．31明

新居俊子 昭和45． 4 ． 1 ．～平成4．3．31

［藤正美 昭和44．9．1．～昭和60. 3 .31 作業員 栽培科（故人）

大島 治 昭和44．9． 1 ．～平成元．3．31 〃 〃

秋成 易 昭和45.4.15.～昭和51．3．31 技師補 化学科

係長 庶務係

技師 〃

係長 〃

井内伊平 昭和47．4． 1 ．～昭和51．3．31

一宇 広 昭和48．4． 1 ．～昭和51．3．31

福本貞雄 昭和51．4． 1 ，～昭和53．3．31

酒井正勝 昭和49.4.22.～昭和54.3.31 技師 岩倉母樹園

福田英治 昭和52．4．1．～昭和53．3．3］ 技能員 上板分場

係長 庶務係

技師 上板分場

〃 岩倉母樹園（旧姓幸山）

庄野邦男 昭和53．4． 1．～昭和56．3．31

中島光職 昭和54．4．1 ．～昭和58．3．31

田辺 弘 昭和54.4.1 .～昭和58. 3 .31

辻 雅人 昭和56．5． 1 ．～平成6．3．31 〃 上板分場

主査兼係長 庶務係樫山恵至 昭和58．4． 1 ．～昭和60. 3.31

麻植正一 昭和58．4． 1 ．～昭和59．3．31 技師 県北分場

小池 明 昭和59．4． 1 ．～平成5．3．31 〃 〃

－8－



職名所属 （着任時の職名）氏 名 在職期 間

板東克好 昭和59．5． 1 ．～昭和61．3．31 技師 県北分場

係長 庶務係

研究員 母樹品種科

〃 病虫科

米田敏昭 昭和60. 4 . 1 .～平成2. 3 .31

清水 昇 昭和60. 5. 1 .～昭和63. 3 .31

浩 昭和63. 5 . 1 .～平成3. 3 .31山下

松家義克 平成元~ 4． 1 ．～平成4．3．31 保談環境科〃

出口宏一 平成2．4． 1 ．～平成5．3．31． 係長 庶務係

平成2．5． 1 ．～平成6． 3．31． 研究員 化学科平成2．5． 1 ．～平成6． 3．31安宅雅和

東出瞳I 朗 平成4．4 ~ 1 ．～平成6．3．31 専門研究員兼病虫科長

古林啓幸平成5 ~ 4 ~ 1 ~~平成6 ~3~31~ 1係長 庶務係

(2)現職員名簿

役職名 氏 名 現職発令年月日 備 考

場 和田英鮒 平成6 ~ 4． 1 昭和38． 4． 1 ．～長

次 長 佐金信治 平成6．4． 1 昭和41．7． 1 ．～平成4．3．31

専門研究員 行成正昭 平成6．4． 1 昭和41. 4 . 1 ~～平成4. 3 31

川口公男 平成4．4． 1 平成3． 4． 1～〃

主査兼庶務係長 中田啓子 平成6．4． 1

事 小原桂孑 平成4．4． 1E

栽培科長 柴田好文 平成3．4． 1 昭和56．5 ． 1 ．～

研 究 員 津村哲宏 平成6．4． 1 栽培科

林 秀典 平成6．5． 1〃 〃

技 岩浅照松師 平成元．4． 1 〃

久積幹夫 昭和60．5． 1〃 〃

病虫科長 貞野光弘 平成6．4． 1

研 究 員 中西友章 平成元．4． 1 病虫科

化学科長 森 聡 平成4．4 ~ 1 昭和58．4． 1 ．～
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備 考役職名 現職発令年月日氏 名

平成4．4．1 ．～

昭和49.4. 1 .～平成元. 3 .31

県北分場長

兼落葉果樹科長
平成6．4． 1赤井昭鮒

平成元．5． 1 落葉果樹科研 究 員 佐尾山祥史

木 晃 平成4． 5 ~ 1
一
一
一

〃〃

技 藤田和男 昭和43．5．13師 〃

平成4．4． 1以西一史 〃〃

昭和63．4．1 ．～

昭和51．5．1．～昭和60．3．31
平成2．4． 1母樹･品種科長 山尾正実

母樹品種科員 平成3．10． 1研 究 徳永忠士

専門研究員

兼保謹環境科長
昭和36.4.15.～村上 來 平成元．4 ~ 1

研 究 員｜福田雅仁｜平成6．4． 1 ． ｜保誰環境科

(3)臨時職員（昭和30年度～平成6年度）

辻 賢一（鳴門）

寒川 浩之（徳島）

石川 美千代（上板）

野上政代（勝浦）

福本 昌 徳（勝浦）

辺見 和子（石井）

阿部晴喜（阿南）

熊本真人（阿南）

武 田 雅世（勝浦）

田 伏幸子（板野）

|篁襲震の定数く，入れI

由美子

晃 子

啓子

浩幸

ひとみ

美佐

富美枝
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てる子
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順子

さおり

板

石

土

阿

土

上

勝

上

上

勝

上

阿

阿

上

く

Ｉ

く

く

く

く

１

１

く

く

く

く

く

く

本

田

藤

上

端

東

田

藤

藤

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

野

井

成

南

成

板

浦

板

板

浦

板
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南

板

前

六

佐

高

湯

花

橋

樋

松

片

黒

広

住

江

恵美子

勝英

洋子

文子

勇夫

和枝

輝恵

和 子

ミナエ

弘

たけみ

京子

麻里

佳須代

(勝浦）

(上板）

(上板）

(上板）

(加茂谷）

(勝浦）

(勝浦）

(上勝）

(勝浦）

(土成）

(板野）
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(藍住）

(鴨島）

岡

横

新

賀

川

板

長

佐

佐

森

板

竹

谷

杢

川

車
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浅
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口
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4）施設の概要 （平成7年3月現在）

1．施

①本

凡

又

一
三
口

場鵬県勝浦郡勝浦町大字幅江|憲臓波勝浦("8認’ '-2"5㈹(08854) 2-2574 I
建物面積

敷地面積

かんきつ

落葉果樹

採草地その他

3,20564m3

70a

240a

27a

606a

②県北分場 徳島県板野郡上板町神宅 電話

FAX

板野 (0886） 94-2712

(0886） 94-2526 II
物

地

ん

葉

積

積

つ

樹

他

建

敷

か

落

そ

面

面

き

果

1,49113m'

50a

76a

247a

60aの

③県北分場板野圃場

建物面積

樹 園 地

そ の 他

1172m'

89a

4a
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2．圃場配置図
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